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1 はじめに
近年，日本における留学生数が増加している [1]．ま

た，文部科学省は「留学生 30万人計画」の骨子を提案
しており [2]，今後留学生数はさらに増加していくと考
えられる．留学生は，日常生活や大学生活において必
要となる日本語を習得する必要がある．これまでに，留
学生の日本語学習支援を目的とした研究が行われてい
る [3, 4]．これらの研究では，書き取り練習を行うため
のシステム [3]や，聞き取りと書き取りを総合的に学
習するシステム [4]などが提案されている．
しかし，日本での生活において，留学生は様々な問

題を抱えている．例えば，日本人との会話においては，
学校では勉強することのできない言葉（方言，流行語
など）が用いられる場合がある．方言や流行語などは
辞書には掲載されておらず，また学校でも勉強するこ
とのできない言葉である．また，専門用語などの語彙
や知識の不足により，大学における講義内容の理解に
課題を抱えている学生もいる [5]．そのため，それぞれ
の留学生が，自分にとって必要な日本語を学習しやす
いシステムが必要であると考えられる．
そこで，本研究ではメディア統合型モバイル日本語

学習支援システムを提案する．本稿では，日本語学習
支援の要件を抽出するための予備調査および構築中の
システムについて述べる．

2 日本語学習支援に関する予備調査
2.1 調査の概要

日本語学習支援システムに必要となる機能を検討す
るために，留学生の日本での生活についてのアンケー
ト調査を行った．和歌山大学で行われている日本語授
業において，留学生にアンケート用紙を配布した．回答
者は留学生 47人（中国人 46人，韓国人 1人）である．
アンケートの質問項目は 26個である．アンケートに

おいては，「基本情報」「日本での生活について」「生活
の中で使う日本語について」「携帯端末の使用状況」に
ついて調査を行った．

2.2 調査結果

どのような日本語を学習したいと考えているかを質
問した結果，周りの日本人がよく使う日本語（方言な
ど）を学習したいと考えている留学生が多かった．
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図 1: システム構成図

また，現在の学習手段の欠点として，「自分にとって
必要な日本語や情報が収集しにくい」という点が挙げ
られた．具体的には，本やメモなどの従来手法は，日
本語学習において使いにくく，自分にとって必要な日
本語を収集しにくいという意見があった．また，勉強
した日本語を復習するかどうかを質問したところ，あ
まり復習しない留学生が多いことが分かった．復習し
ない理由としては，復習する時間がないことや，復習
のしにくさを理由として挙げている留学生が多かった．
携帯端末の利用に関する質問の結果，携帯端末の利

用率が高いことが分かった．「携帯電話でよく使う機能
（メールと通話以外）は何ですか」という質問をしたと
ころ，「インターネット」と「カメラ」を利用する留学
生が多いことが分かった．

3 メディア統合型モバイル日本語学習支援シ
ステム

3.1 システムの概要

予備調査の結果より，場所や時間を問わずに，自分
にとって必要な日本語を収集することができ，操作が
容易な日本語学習支援システムが必要であることが分
かった．また，先行研究において，「発音を聞きながら
覚える」および「画像を見ながら覚える」という方法
において，学習効果が高いことが確認されている [6]．
そこで，本研究では，メディア統合型モバイル日本

語学習支援システムを提案する．本システムでは，テ
キスト，画像，音声という複数のメディアを統合し，そ
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図 2: 記録機能画面

れぞれの留学生にとって必要な日本語を手軽に記録・
学習できるようにする．また，携帯端末上で利用でき
るようにすることにより，場所や時間を問わずにシス
テムを利用できるようにする．本システムにおいては，
多言語に対応した携帯端末である，iPhoneを利用する．
システムの構成を図 1に示す．利用者は，知りたい

日本語などがあった時に，携帯端末上でファイルの作
成・保存を行う．携帯端末上で記録した日本語データ
は，サーバにアップロードすることにより，他利用者
と共有することができる．また，他利用者の作成した
ファイルをダウンロードすることもできる．

3.2 システムの機能

(1) 記録機能
この機能では，必要な日本語に関する情報を記録
したファイルを作成することができる．記録機能
の画面を図 2に示す．
日本語データは，「日本語」「メモ」「写真」「録音」
という 4種類の機能により記録する．

日本語： 自分の知らない日本語や気になる日本
語を入力する．

メモ： 自分の母語で説明などを入力する．
写真： カメラによって，画像を撮影する．
録音： 正しい発音を日本人に発声してもらい，

音声データを保存する．

(2) リスト管理機能
リスト管理機能の画面を図 3に示す．リスト管理
機能では，作成したファイルの削除，編集，新規
作成を行うことができる．図 3の「記録した日本
語」を選択すると，記録機能の画面（図 2）に移
動する．

(3) 日本語広場
日本語広場は，他利用者と情報交換することので
きるウェブページである．他利用者の日本語ファ

図 3: リスト管理機能の画面

イルをダウンロードしたり，評価したりすること
ができる．

4 おわりに
本研究では，日本語学習に関する予備調査を行い，日

本語学習支援システムの要件を検討した．また，調査
結果に基づいて，メディア統合型モバイル日本語学習
支援システムを構築している．本システムでは，テキ
スト，画像，音声という複数のメディアを統合し，日
本語を手軽に記録・学習できるようにしている．
今後は，携帯端末における機能の追加を行う予定で

ある．また，実験を行い，本システムの評価を行う．
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